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仕事始め（理事長の）あいさつ 

  

みなさん、新年あけましておめでとうございます。 

新しい年が始まりました。今年もよろしくお願いいたします。 

令和６年、2024 年のスタートは、元日の夕方から能登半島地震に驚かされ、2 日の羽田

空港の日航機衝突事故と暗いニュースが続きました。 

天候は穏やかな正月ですが、自然災害や大事故が続き、荒れ模様の辰年になりました。 

 

本社は、築４０年経過の建物の老朽化により、外壁修理の次は、屋根の修理やボイラーの

交換、トイレの洋式化、そして、パソコンの更新、新しい輸送用トラックの購入など、多大

な経費を必要とする工事等が続きます。 

また、これからは学校の統廃合による学校数の減少、少子化による児童生徒数の減少など、

将来的に売り上げが減少していくことは避けられません。 

 収支相償の原則を気にしすぎず、黒字を追求していくことが求められています。それぞれ

の持ち場で、自分の仕事に責任と誇りをもち、おいしそうに給食を食べている「子どもたち

の笑顔」を思い浮かべながら、頑張っていきましょう。 

 

人は、働くことで、人の役に立ち、褒められ、必要とされるからこそ、生きる喜びを感じ

ることができます。長く勤めていると、毎日同じ仕事の繰り返しで、マンネリ化に陥りがち

ですが、「日々に新たに」、初心の気持ちを忘れずに、「人の役に立ち、人に褒められ、人か

ら必要とされる人」になりたいものです。 

いい仕事をするためには、心と体の健康が第一です。お手元に「心と体の 10 か条」とい

う資料を差し上げております。参考にしてみてください。 

本社の経営理念は、『未来を担う大切な子どもたちに安全・安心で安価なおいしい給食用

物資の提供を安定して行い、そして心と体の健康を守り、信頼される給食会を目指すこと』

です。 

今後も「健康第一」で、秋田県学校給食会が「法人としての信頼」がいっそう高まるよう、

互いに協力し合っていい仕事をしていきたいものです。 

５月には、北海道・東北ブロック学校給食研究協議会・常勤役員会が本県で開催されます。

万全の準備で皆様方をお迎えしたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 


